
中堅世代は自分たちの成長に対して
主体的に行動しています。

中堅世代は基礎としての教育プログラムを終えて、各診療チームへ
の所属となります。現在はそれぞれ救命・循環・脳分野と多様なチー
ム配置となっており、各所属チームで専門的な知識や技術を磨きなが
ら診療にあたっています。また、専門的な知識に偏りが生じるため、
互いに情報共有をしてジェネラリストとしてのスキルアップも目指し
ています。

循環分野

心エコーや心電図の解釈、栄養についての理解

脳分野

ハンドリングなど病態に合わせた治療・介助技術

救命分野

呼吸理学療法や物理療法などの治療技術



自分たちで解決できない問
題や、更に専門的な技術が
必要と感じた時は、上司に
勉強会を依頼し知識・技術
の向上を図ります。

上司からの助言

多様な疾患の患者さんを担当
するため、難渋症例について
個々の専門的な視点からの助
言をもらい、多角的側面から
アプローチを検討しています。

相談会の風景

若手を交えた勉強会

若手が持つ疑問への解決と、
中堅世代の理解を深めること
を目的として、後輩も交えた
ディスカッション形式の勉強
会も開催しています。

スキルアップのための好循環を構築
勉強会分野とその回数

興味・関心・疑問

相談会

勉強会
臨床業務

運動器 7回

（22.6％）

循環器 8回

神経系 4回

（25.8％）

（22.6％）
（12.9％）

呼吸器 7回

その他

2回
栄養

がん

1回
2回

（ 2021年度 全 31回）



まとめ
・各領域で身に着けた専門性を互いに共有する機会を設
け、中堅世代全体として技術や知識のスキルアップを
図っています。

・上司に助言を頂くだけでなく、後輩にも情報を共有し
新人～中堅世代が自ら学ぶ、積極性の高いセラピスト
を目指して取り組みを行っています。

勉強会テーマ 中堅（2021年度）
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